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研究成果の概要（和文）：本研究は市民活動を支える理念ないしモラリティについて考察することが目的として
おり、具体的にはスロヴァキアの地方都市における体制転換後の市民活動の展開に注目している。一概に市民活
動といってもその中には宗教団体と深く関わる団体も含まれる。スロヴァキアにおいて、市民が活動する領域の
拡大は、宗教団体が復権する過程とパラレルであった。これらの活動を支える人々に共通して重要なのは、イデ
オロギー的なモラリティではなく、自律的に活動できる空間を確保することであった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to discuss on the morality or belief to support civil 
activism, through the research on the development of civil activism following the end of socialism 
in a Slovak provincial city. In fact, civil activism is composed of not only NGOs but also religious
 associations organizing social engagements. In Slovakia, people have become able to strengthen 
their civil society simultaneously, while religious associations have revived in public sphere. The 
possibility of self-governance in their society is more important for those who are engaged in 
society than ideological morality as the mission to society.

研究分野： 文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 中東欧において 1989 年の体制転換は、価
値システムの大きな転換を伴うものであっ
た。筆者はこれまで、スロヴァキアにおける
社会主義時代から民主主義・資本主義時代へ
の移行期における村落の人々の価値観の変
容について、アソシエーション活動に着目し
て研究を進めてきた。1990 年代以降のスロ
ヴァキアでは、多くの NGO が結成され、「西」
側と同様な市民社会の建設が目指されるよ
うになった。しかしながら、大部分の村落は
そのような変化と無縁のままであり、村落で
は社会主義時代から続くアソシエーション
が「NGO」を名乗り、本質的な変化なく地域
活動を続けていることも多かった。ところが
近年、村落でも環境問題や地域振興などの問
題解決を目指した有志による NGO が結成さ
れるようになった。その背景には、財源の乏
しい地域社会を対象とした民間財団や全国
規模の有力 NGO による助成が存在する。
人々は自発的に NGO を結成して活動するに
は、資金が必要であり、その資金を得るため
には、スポンサーが想定する市民社会の理念
をある程度内面化することが必要とされる。
NGO の存在感は世界各地で高まっているが、
このような内面化は、ローカルな社会の公的
空間における理念やモラリティに影響を与
える要因として注目できる。本研究は、この
ような市民社会を支える理念の現場におけ
る形成・操作・流用に注目する。 
 現地の人々の自発的な活動を支援するた
めに、外国の NGO や財団などは重要な役割
を果たして来た。これらの存在自体が欧米と
の権力関係を反映したものである点につい
ては、すでに文化人類学者のあいだで、指摘
されてきている[柄木田ほか 2012, 信田 2010, 
三浦 2001]。本研究では、これらの議論を踏
まえた上で、今後の NGO と市民社会の研究
において必要な視点として、活動理念やそれ
を支えるモラリティの接合・構築を提示した
い。あるローカルな NGO が市民社会を支え
うると判断され、外部から支援を受けている
場合、その存在理由はコミュニティの外部か
らの規定にも合う形に編成されているとい
える。それはスロヴァキアに限らず、他の多
くの人類学者のフィールドにおいても同様
である。本研究ではこの理念の土着化に注目
して、体制転換後の社会で新たに構築された
モラリティのありかたを明らかにしたい。 
理念やモラリティに関する問題を考える

にあたって、ポスト社会主義地域は非常に興
味深い。というのも、この地域は社会主義の
建設と崩壊で二度の価値観の混乱を経験し
ているからである  [Mandel et.al 2002, 
Zigon 2011]。文化人類学において、モラリテ
ィという言葉は西欧起源の概念であり、非西
欧社会の分析に持ちこむこと自体に根強い
批判がある。しかし、近年のモラリティに関
する文化人類学の先行研究では、モラリティ

を広くコミュニティのなかの価値体系を示
す語と捉え、モースの贈与に関する道徳的義
務やマリノフスキーの慣習的規範の議論を
含む、文化人類学が対象としてきた文化、社
会、宗教などの研究の大部分と重複している
と考えている[Laidlaw 2001, Zigon 2007]。
さらに、かつての規範から相対的に自由にな
った現代社会において、なお残存する価値観
をモラリティの文化人類学の対象とし、その
概念を人類学の対象として有効に設定し直
している[Faubion 2001, Lambek 2010]。こ
れらの研究において、注目される主な論者は
近代以降の社会に適合するモラリティのあ
りかたを思索したデュルケム、権力による価
値観の規定を論じたフーコー、および世俗主
義が普遍的なようでいて特定の道徳的感性
を強いるものであることを論じたアサドで
あり、宗教とも伝統的価値観とも距離をおい
た現代のモラリティの考察が目指されてい
る。本研究は NGO 活動を対象としているが、
それを通して考察したいのは、西欧の価値観
がそのまま上書きされるわけではないポス
ト社会主義地域の理念やモラリティである。 
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『文化人類学研究』2:1-22. 
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Ethics and Freedom. Journal of Royal 
Anthropological Institute 8:311-332. 
Mandel, R and C. Humphrey (eds) 2002 
Markets and Moralities: Ethnographies of 
Postsocialism. Oxford: Berg.  
Zigon, J. 2007 Moral Breakdown and the 
ethical demand. Anthropological Theory 
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Zigon, J. (ed.) 2011 Multiple Moralities and 
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２．研究の目的 
 
 本研究は、市民社会ないし社会的なるもの
に関する理念の土着化について考察するこ
とを目的としている。具体的にはスロヴァキ
アの地方都市の市民活動に注目し、体制転換
後に設立された NGO の関係者が頻繁に語る
「コミュニティのため」「人々のため」とい
う言葉の背後にある信念の基盤と政治的、経
済的状況を、他の国内外の NGO との交流、
資金獲得の情報交換、後進へのエンパワメン



トの現場の参与観察をとおして明らかにし
たい。発行資料の言説分析にとどまらず、
NGO 同士の連携や情報交換の現場から見え
るものに着目することで、最終的には市民の
自発性に支えられる社会システムと理念、モ
ラリティの依存関係を明らかにしたい。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では体制転換後に成立した NGO の
ち、1990 年代から 2000 年代前半に結成され
現在まで活動を続けている第一世代の NGO
に注目する。これらの NGO のいくつかは外
国の支援を受け、スロヴァキアに民主主義を
定着させるのに積極的な役割を果たしたと
現地の親 EU リベラル派の知識人からは評価
されてきた。現在、第一世代の NGO の多く
は、すでに外国からの支援から離れてスロヴ
ァキア人自身で活動の経験も十分に積み、他
の後発団体をリードする存在となりつつあ
るので、理念の土着化のプロセスを考察する
対象として理想的である。 
 中部スロヴァキアの A 市（人に関わる研究
であることを配慮して仮名とする）では、地
域振興のために小規模 NGO や各種団体を支
援する財団が 90 年代から活動しており（ス
ロヴァキアに同様の財団は 8 つあるが 90 年
代から活動しているものは少ない）、本研究
の調査として非常に魅力的である。A 市に拠
点をおく NGO 関係者のインタビューや参与
観察を通して（研究代表者はスロヴァキア語
での調査能力をすでに身に着けている）、現
代スロヴァキア社会の NGO 活動を支えてい
る理念やモラリティを考察する。 
 
４．研究成果 
 
(1)研究の主な成果 
 
 A 市での調査を始めてまもなく直面したの
は、キリスト教系宗教団体に関係する NGO
の多さであった。とりわけ教育と福祉に関わ
る分野において、宗教団体と関係する NGO
の存在感は大きいものであった。そもそも、
1989 年の体制転換をスロヴァキアで支持し
た社会運動家のなかには、無視できない規模
の宗教者、環境運動家とハンガリー系マイノ
リティが加わっていたことを考えると宗教
団体とのかかわりが深いことを理由に、これ
らの NGO の存在を無視するのは適切ではな
い。しかし、「市民社会を支える理念とモラ
リティ」という本研究のテーマと照らし合わ
せると、宗教団体はその教義を通してすでに
ある種のモラリティを共有する集団である
ため、当初計画していたように、NGO 活動
に携わる人々の考えからモラリティを帰納
的に考察するならば、宗教というファクター
を今一度考察する必要が生じる。 
 幸い、勤務校である北九州市立大学から特
別研究推進費として追加の調査を行う支援

を得ることができたため、今回、宗教団体が
行う社会貢献活動にも調査対象を広げて研
究を進めることができた。さらに比較対象と
して、宗教団体については A 市以外の拠点で
の聞き取り調査、世俗団体については、南部
スロヴァキアのハンガリー系マイノリティ
NGO への聞き取り調査も行い、A 市の NGO
活動状況をスロヴァキア全体のなかで相対
的に理解して、事例を分析することができた。
なお、文献調査については、最終年度の後半
か ら ハ ン ガ リ ー の Central European 
University に在外研修の機会を得ることが
できたため、理想的な環境で研究を進めるこ
とが可能であった。 
本研究の成果は、次の 3 点、①世俗的な市

民活動を支えるモラリティの検討、②キリス
ト教とキリスト教系団体が行う社会貢献活
動の当該社会における位置づけ、③①②をあ
わせたモラリティについての理論的検討、に
分類することができる。A 市のような地方都
市の場合、市民活動といいつつも、基本的に
は身の回りの不具合を自分で解決すること
に力点が置かれることが多い。1990 年代以
降、政治的な逆風もあり、なかなか広がりを
みせなかった NGO 活動は 2004 年の EU 加
盟の前後から一般的なものになり始めた。と
はいえ、資金は財団などに依存し、メンバー
の多くもボランティアであるケースが多く、
活動が安定しているわけではない。ただ、参
加者には「自分が必要なものを得るために活
動する」という語りが共通しており、その背
景には「身近な社会を自身による関与が可能
なもの」とみなす認識が存在している。 
その一方で、宗教団体は基本的には信仰者

のための集団でありながら、市民団体よりも
はるかに組織化された社会貢献活動を行っ
ている。個人レベルでは、宗教コミュニティ
と世俗の団体に両方に関わる人はいるのだ
が、基本的に両者の領域はあまり交わらない。
興味深いのは、宗教も市民活動も体制展開以
降の社会のなかで、国家の統制から 自由に
なる空間を広げるという点ではその活動は
相補的な関係にあることである。その意味で
は、欧米のキリスト教圏においては、ひとつ
の自治空間を歴史的に維持してきた宗教団
体と、（理想としては）自律的に活動する市
民の社会空間の類似性はパラレルなもので
ある。世俗の市民団体と教団体に共通するの
は、自律的な生活領域を確保しようとする姿
勢である。すなわち参加者にとって、それら
の活動は、公共のために何かを捧げるという
奉仕の精神の表れというよりは、その場が自
分が主体的に関わる社会であることの証と
いえるだろう。  
 これらの本研究の詳細は、それ以前の研究
（07J08945, 23820043）の成果も合わせて記
した単著『デモクラシーという作法』（５．
主な発表論文等の項目、図書①）および『コ
ンタクト・ゾーン』誌上の特集（同上、雑誌
論文①②）として発表した。さらにこれらへ



のコメントを踏まえて発表した、2016 年 5
月に国際人類学・民族学連合中間会議、11 月
にアメリカ人類学会年次大会での報告（同上、
学会発表①⑥）については、それぞれ投稿論
文としての出版をめざして執筆中である。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
 
モラリティは人類学において、繰り返し論じ
られてきたテーマであるが、宗教領域か世俗
領域かにそれぞれ限定された範囲内で議論
されることが多かった。そのため、モラリテ
ィ自体がイデオロギーになりうる政治的局
面に注目した総括的な研究はまだ少なく、
NGO を支える人々のモラリティについては、
探求の余地があるといえるだろう。また、近
年の文化人類学において NGO は開発人類学
の文脈で語られることが増えており、より実
践的な方向に接続できるポテンシャルを持
つと考えられる。 
 調査の途中で重要視せざるをえなくなっ
た宗教団体が主催する社会貢献活動につい
ては、宗教人類学者が中心となって組織され
た国立民族学博物館共同研究『宗教人類学の
再創造』のメンバーと連携をとりながら研究
を進めてきた。このメンバーとともに研究成
果の出版も予定しており、筆者は社会主義時
代による断絶を経た後の宗教団体が主催す
る社会貢献活動の意義について考察する予
定である。宗教学においても、宗教団体の社
会貢献は注目されているトピックであり、本
研究は当初の想像以上に近接する分野をつ
なぐ可能性を持っていると考えられる。 
 
(3)今後の展望 
 
本研究は、ヨーロッパ難民危機と同じ時期に
調査を行うことになった。難民危機の影響と
の因果関係は厳密に検討する必要があるが、
スロヴァキアでも極右政党が躍進するなど、
他のヨーロッパと同じようにポピュリズム
的政治傾向が強まっている。今回の調査にお
いては宗教関係者から反イスラム的言説を
聞くことはなかったが、キリスト教は中東欧
において、反イスラムとして受け入れの旗印
として用いられやすい。基本的には NGO 関
係者にはリベラル派が多いのであるが、その
内部での亀裂も今後は予想される。このよう
な局面に注目した考察が今後は必要だと考
えられる。 
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